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横浜市内沖積層産の貝化石と泥炭の 14c 年代
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はじめに

先に，筆者らは横浜港付近に分布する沖積層から産

出したニホンジカ化石と貝化石について，自然誌資料

6に報告した（山口 ・松島， 1985〕。

今回， この調査の際採集した員化石と泥炭を使っ

て，それぞれの 14c 年代測定をおこない，その絶対年

代が明らかになったのでここに報告する。この年代資

料は，今後，横浜港の南西方面に広がる大阿川低地の

沖積層を解明するのに，大いに貢献すると思われる。

本稿をまとめるにあたり，ボーリング資料の提供と

貝化石の採集に御協力いただいた熊谷組横浜支店カネ

オカピノレ作業所の芝田吉之所長代理をはじめ作業所の

方々に深く感謝する。 14c 年代iJllJ定は学習院大学理学

部の木越邦彦教授にお庫品、した。なお，本研究に使用

した費用の一部は，昭和60年度文部省科学研究費補助

金一般研究 （C）課題番号60540511による。

14c 年代測定値

試料 （1〕

測定値 ：11,380± 220 y. B. P. (9, 430 B. C.〕

測定番号 ：GaK-12107

測定者 ：木越邦彦 （学習院大学理学部）

測定試料 ：泥炭（peat)

採集者 ：竹本梨，園田喜積

採集日 ：1984年7月6日

採 築 士山： 横浜市中区太田町6丁目79番地カネオカ

ヒソレ，北緯35°26’45ぺ 東経139°38'28ぺ 地表か
ら37.15～37.45m下方の海抜一34.75～－35.05m 

試料の産状 ；試料はボーリング調査で明らかにされ

た泥炭層である。海抜－34.6～ 36.3mに分布す

る泥炭層で，その厚さは 1～1.7 mあり， 黒灰色

から暗灰色を呈する。泥炭層直上の地層は，砂質

シノレトからなり，腐植物と貝殻を合む海成層であ

る。明らかになった貝の種類はヒメシラ トリMa-

coma incongrua，ムシロガイNiothalivescensで

ある。一方，泥炭層直下の地層は， cobble大の円

礁からなる！深層で，その中からイ タヤガイ Peeten 

図1 14C年代測定試料の産出地点
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図2 沖積層の層序断面と HC年代測定値及びニホンジカ下顎骨産出地点
1；砂礁 2，シルト 3；腐植物 4；貝化石 5，細砂岩 6；ニホ
ンジカ 7; 14C年代測定値

(Notovola〕albicans，アカニシ Rapanathomasia-

na，礁に固着したオオヘビガイ Seゆulorbis( Cla-

doρoda〕imbricataとニホンジカ Cervusnzρρon 

の下顎骨が得られた（山口・松島， 1985〕。貝化

石の産状と層相から推定して，この際層も海成層

であることが判った。

試料（2〕

測定値： 2,180土lOOy.B. P. (230B. C.) 

測定番号： GaK-12108

測定者：木越邦彦（学習院大学理学部〉
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測定試料：ハマグリ Meretrixlusoria〔R凸DING]

採集者：松島義章・山口佳秀

採集日： 1984年11月7日

採集地点：試料〔1〕と同地点，地表から 4.5m下方

の海抜 2. lm 

試料の産状：試料はヒツレ建設工事に伴い地表から深

さ5mまで掘り下げられた露頭より産出したハマ

グリである。 cobble大の 円礁を主体とする 厚さ

約13mの上部砂際層上部層準から得られたもので

ある。このハマグリは，砂際層中にレンズ状に扶



図3 上部砂層中のみられる貝殻層

在する長さ 1.5 m厚さ lOC皿前後で，マガキ Cra-

ssostrea gigasを主体とする貝殻層から採取され

た。この貝殻層から明らかになった貝類は，オオ

ヘピガイ，スガイ Lunellacorona/a，イシダタミ

Monodonta labi co明tusa, タマキピ Littorina

breviculaなどの巻貝13穫，マガキ， ハマグリ，

アサリ Tapes(Amygdala) philippinarum，カガ

ミガイ Phacosoma jaρonicaなどの二枚貝12種

の計25種である（山口・松島，1985）。これらの

貝化石は，岩礁ないし岩礁底に生息する種と内湾

の砂泥地に生息する種が共産する。しかし，貝殻

の保存状態や各種の産状から判断して，大部分の

ものは現地性あるL、は生息地からほとんど移動し

ていない場所で堆積したものと考えられる。

なお，本地点における海成層の上限は，この上

部砂磯層の上限と一致し，海抜－ 1. 5 mである。

この海成層の上には江戸時代末から明治時代はじ

めにかけておこなわれた埋立による砂際層がみら

れる。

14C年代測定値の検討

調査地点の沖積層は，図2のように約42mの層厚を

示す。本層は層相から，上位より厚さ約13mの上部砂

層，厚さ22～23mの中部シノレ ト層，厚さl～1.7 mの

下部泥炭層と厚さ約3mの最下部砂採層となる。 14c

年代測定試料は，上述のように下部泥炭層の泥炭と

上部砂礁層上部層準から得られたノ、マグリである。日月

らかになった測定値は11,380土22014C年前（GaK-

12107）と2,180土10014C年前（GaK 12108）であり，

それぞれの地層の形成年代を示すものといえよう。

すなわち，下部泥炭層の約11,400年前の年代は，更

新世最末期を示すもので，これまで横浜港付近の沖積

層より明らかにされている 14c年代測定値（松島，

1979 ; Ota et. al., 1981）の中で最も古い値である。

先に筆者らは， 最下部砂磯層と本泥炭層について，更

新世最末期の海成層とそれを覆被する汽水性ないし泥

炭地性の±jt積物として， 東京の下町に分布する七号地

層（青木・柴崎，1966〕と同時期に形成された地層で

あると考え対比してきた。この対比は，層位的にだけ

ではなく，14c年代測定値のうえからも正しいことが

証明された。

一方，上部砂磯層上部層準の堆積年代は，間接的な

資料として， 産出した正確な資料としておさえられな

いが，貝化石とほぼ同じ層準よ り産出したと考えられ
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る古邸時代前期の五領式土器片から推定して，約1,500

年前以降のものとした。さらに，木地点から東方に約

400 m/1jlfれた中区海岸通りで，上部l沙礁周よ り得られ

た貝化石の測定値 1,560士9014C年前（GaK-2545〕

（松島，1973）からも，約1,500年前ごろに形成された

堆積物と考えてきた。しかし， 今回の測定値は約2,200

年前であり， これまでの推定値より約700年ほど古

い。この上部砂礁層は，その分布からみて横浜港の南

西側に広がる古大岡湾（松島，1973; 1979，現在は埋

立られ大岡川低地となっている〉をききぐように形成さ

れた砂11tljの本体をなすものである。この砂吻は山手，

本牧の台地の縁から北西方向の沿岸流により運ばれ堆

積した砂礁からなり，1859年の横浜港開港当時には，

まだその姿はみられた （復興局建設部， 1929；岩田，

1973）。 このことから推定して， 上部砂J深層は最も新

ぃ、時代まで形成されていたことを示し，特に約2,200

年前から 1,500年前にかけて上部庖準の堆積が著しか

ったことを物語るものであろう。

まとめ

横浜港の南西側に分布する沖積層から得られた泥炭

と貝化石を用いて 14c 年代測定をおこなったところ，

下部泥炭層の泥炭は 11,380土220HC年前（GaK-

12107〕，上部砂機層の上部層準のハマグリは 2,180士

100 14C年前（GaK 12108〕とLづ年代値が明らかに

なった。これらの年代値と層序から，本地点付近の最

下部隊層と下部泥炭層は更新世最末期に形成された地
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層で，東京の七号地層に対比されることがわかった。

一方，上部砂｛深層の上部層準は約2,200年前から約

1,500年前にかけて形成された砂l暁の堆積物であるこ

とがわかった。
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